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第３５１回 卓話 作家・下山二郎先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

会長  李 一孝 
 
本日は小説家の下山二郎先生を卓話の講師にお招

きしました。 

お忙しい中、卓話講師をお引き受けいただいてあり

がとうございます。先生の略歴ならびに著書は皆様

にファックスした通りでございます。 

私は昭和60年から平成12年まで籠原小学校で歯

科校医をやっていました。下山先生はそこの校長と

して、お会いしまして、それからのご縁で今までお

付き合いさせていただいております。 

その後先生は平成6年3月に定年でお辞めになられ

ました。 

私は先生の退官記念公開講座をその時拝聴しまし

たが、そのときの資料は先生の田中正造について書

かれた著書と一緒にずっと本棚に入れてあります。

公開講座のタイトルは「田中正造に学ぶ－近代文明

と環境保護」でした。当時の資料を紹介させていた

だきます。 

田中正造は近代市民社会が形成される時期（明治

から大正）に活躍した、まれに見る政治家であり、

足尾鉱毒と闘った「下野の百姓」である。さらに鉱

毒イコール公害という近代文明が、進歩と発展の名

の陰に生み出した負の部分に目を向けた最初の文明

批判者であり、人道主義の実践者であるといえる。 

最後に正造が問いかけている物は何か？と言うお話

で 

1.文明の進歩という、近代人が望んだものが果たし

て人間の生活に真の幸福をもたらしたか？ 

2.人間性を喪失しがちな状況の中での現代生活はこ

れでよいのか？ 

と言う内容のご講演でした。そして「灯火は小さく
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ともあったかい」という言葉がそえられました。 

先生は秩父事件を題材にした「炎の谷」、今お話し

た田中正造を題材にした「鉱毒非命」、渋沢栄一を題

材にした「日々に新たなり」杉原千畝を題材にした

「ホロコースト前夜の脱出」などを著されています。

明治初頭、日本の激動の変化の中での人間模様から

人の生き方について、示唆を与えていただけました。 

今日の卓話は2005年初めての卓話です。 

私たちが心新たにスタートする為に、絶好の講師

をお招きしたと思っています。本日はよろしくお願

い申し上げます。 

ところで、皆さんはインターネットをお使いです

か？今や私にとってインターネットはなくてはなら

ない物になってしまいました。 
私のところでは2階の診療所と3階の自宅で別々
の回線でインターネット環境を作ってあります。診

療所では仕事関連で、私専用で使っています。自宅

では家内と子供たちが自由に使えるようになってま

す。ちなみにうちの子は高 3、高 1、中 1です。家
内はペー・ヨンジュンさんのホームページに首っ丈。

長女は大学入試関連で毎日いじってます。息子は映

画や音楽に関するページ。次女はまだ携帯を持って

ないので、もっぱらメールです。 
居間にある機械から無線でパソコンと通信できる

ので子供たちは自分の部屋にノートパソコンを持っ

ていって、インターネットを見ることができます。 
先日パソコンを持って部屋に入る姿を見ていて、

ひょっとしたら部屋でアダルトサイトとか見ている

かもしれないな、と一瞬思いました。年頃の子がエ

ッチな画像を見るのは、適度ならきわめて正常です。

しかし、見せる側のインターネットの状況はどうな

っているか？一応見て確認しておいたほうがいいな

と思いまして、本屋に行きました。インターネット

専門のエッチ関連の本も売っているのですが、買う

のは結構恥ずかしいです。結局フラッシュという雑

誌にエッチ関連のホームページが載っていたので、

それを買って早速見ました。インターネットでエッ

チな画像を見るのは5~6年ぶりです。 
とにかく驚きました。アダルトサイトの充実振り

です。静止画像ではなく、動画として。エッチビデ

オを見るそのものです。しかも無料のサンプル画像、

サンプル動画が多数あります。はっきり言ってかな

りどぎついのもあって、とっても子供に見せられる

ものではありません。 
そこのアダルトサイトの会員になる為の費用のと

ころを見るとなんと通貨の単位がユーロやドルなの

です。海外からのアクセスが非常に多いんですね。 
パソコンの CPUの発達、半導体の進歩、ハード
ディスクの大容量化に伴い、いまやパソコンでビデ

オなど動画の編集が簡単にできるようになりました。

5年前 2,3百万円ぐらいの動画編集システムがいま
や20万円ぐらいで手に入ります。 

こういう技術革新がいろいろな負の面も生んでし

まいます。 
今月アメリカの所属している学会に初めてインタ

ーネットでクレジット番号を入力してお金を振り込

みました。緊急だったのでどうしてもしょうがあり

ませんでした。インターネットから情報が漏れたら

いやなので、その後そのカードは解約、抹消しまし

た。 
カード情報など、インターネット上の情報のセキュ

リティーが問題になってます。 
インターネットオークションについても最近は

500円ぐらいの小額の詐欺が増えてます。500円ぐ
らいだから、みんなだまされてもいいと思って取引

するのです。しかし相手にとっては日本全国が市場

になるので 1000人（多分それ以上絶対います。詐
欺をしてる人に聞かないと正確な数字はわかりませ

ん）をだますと50万円になってしまうのです。 
インターネットと言う新しいものが、ひとつの文

明としてわれわれの生活に大きな変化をもたらして

います。下山先生の卓話から、人と文明とのかかわ

りについてお話があると思います。 
そして、インターネット環境とわれわれが共存す

る為にはロータリーの概念が生きてくると信じてま

す。ひたすら奉仕の理念を学ぶことに努力したいと

思います。 
 
 
 
 
「渋沢栄一と清水卯三郎の活躍」 

小説家 下山 二郎 先生 

 
このホール（ホテルサンルート熊谷・館内）は、

私にとって懐かしいものであります。二十年前に秩

父事件を扱った「炎の谷」の出版記念パーテーをこ

こで開催したからであります。ここのシュエフが氷

のモニュメントを造って飾ってくれました。友人の

シンガーソングライターが自作の歌を歌ってくれま

した。こんなものです。 
⇒ テープ「桑の木のうた」(梅原司平) 

 
ロータリークラブと聞けば、私は渋沢栄一と清水

卯三郎の先覚者を思いだします。渋沢は深谷の、清

水は羽生の出身であります。ともに実業家であり商

人でありますが、社会奉仕や国際親善に尽力されて

いるからです。 
渋沢は第一国立銀行の頭取を長いこと勤め、五百

もの会社を興し日本の資本主義杜会を創設しそれを

リードした人です。一万円紙幣の肖像画にふさわし

い人物なのです。けれども採用されない。商人だか

らであろうと思います。 
 

卓   話 



---------渋沢の四民平等(商人の地位向上)、 
商人の地位は低かった。士農工商であり、官尊民

卑の杜会だった。 
福沢諭吉は「学間のすすめ」で「天は人の上に人

を造らず、人の下に人を造らず」と述べています。

渋沢は商人の立場から四民平等を説き実践されたの

であります。 
 
清水は酒造元の三男であったが、いち早く横浜に

店を出し大豆を商った。英語を学び、勝海舟や福沢

諭吉らと交わり平仮名論を展開した知識人であった。

また、薩英戦争のときは通訳を務めている。しかも

このとき、五代友厚(後の大阪財界の巨頭)や寺島宗
則(外務卿)を助けている。下奈良村の吉田家にかく
まっていたことがあるのです。 
彼ら二人は、慶応三年(1867)同じ船でフランスに
出かけています。明治になる一年前のことです。フ

ランスが国威をかけて開催した万国博覧会に参加す

るためであります。危険をともなう、まさに時代の

転換期における旅だったと思われます。その経過は

これも大きな物語になります。 
それまで、 
討幕派の渋沢は岡部藩から追われていたので、江

戸から京都へ出て情報収集につとめていたのであり

ます。しかし、何の後ろ盾もないまま倒幕運動をし

ていてもどうにもならないことを知り、方向転換を

するのであります。 
28歳の渋沢と従兄の喜作は、平岡という側用人の
紹介によって一橋慶喜の家臣となり、ついには幕臣

となったのであります。 
さらに、慶応三年、パリ万博に使節団のメンバー

として渡仏するという転身をみせたのです。討幕派

が佐幕派になったのです。彼は使節団の俗事係、さ

しずめ経理課長でした。使節団一行二十八名は横浜

からフランス船でパリに向ったのであります。 
実は、 
その船に清水卯三郎もいたのであります。商人の

清水(39歳)はあまたの商人の中でただ一人この万博
へ物産をもって参加したのであります。二万両の大

金を幕府から借り受け、日本のめずらしい産物をパ

リに送っています。 
------------鎧、扇、絵巻物、絹織物、茶、焼物など。

それに水茶屋のサービス。 
このとき、藩では薩摩(鹿児島)と肥前(佐賀・長崎)
の二藩だけでした。 

------------わたしは、その心意気に感動したのであり
ます。 

二人はスエズに至ってそれぞれ感激の思いを日記

と便りに残しています。 
⇒ 二人の写真提示 栄一のコーヒーの味、写真

と千代の便り。 
⇒ 卯三郎の便りと写真。栄一の日記。 

 
------------パリでの二人・ 帰国後の活躍 
 
渋沢－俗事係として使節団一行を支えた。金を残し

て持ち帰る。 
徳川昭武とユーロッパの文明に接した(銀行、
株式の実態)。 
帰国後、第一国立銀行の頭取。五百余の会社

を創設している。 
経済界の大御所。社会奉仕。財閥はつくらな

いと宣言している。 
⇒ 商人の地位を高める活動をしている。商業

会議所の会頭。 
昭和六年死亡(92歳)。 

清水－物産展の責任者として活躍。特に水茶屋の接

待が評判。 
三人の女性を接待に当たらせた。彼は歯が悪

かったのか、歯科器材に関心を寄せたようだ。

アメリカを廻って帰国。瑞穂屋商店を経営。 
歯科器材の輸入、歯科雑誌を発行している。

また、 
明六雑誌の同人(会計担当)であり紙上に「平
仮名の説」を書いている。 
明治5年、万国博覧会日本開催の建白書を
提出している。 
明治 43年、死亡(82歳)。墓碑銘はひらが
な書き。 
 

二人に学ぶこと 
① 柔軟な頭脳と旺盛な探求心をもっていた。 
② 人に先駆けて海外の文明に触れ、貪欲にそれ

らを吸収した。 
③ よい人との出会いがあった。渋沢と平岡、慶

喜、三井の益田孝、伊藤博文。 
清水と根岸友山、勝海舟、福沢諭吉、渋沢な

ど。 
 
終わりに 
① 情報は自分の目で確かめること。-------旅をす
ること。 
これほど楽しく勉強になることはない。 

② 玉石混交の中から、宝を探す努力が必要であ

る。 
---------例えば、ビデオショップ、書店などか

らよいものを探す知恵。 
③ 文化と自然への飽くなき憬れと探求心を失わ

ないこと。 
 



 
渋沢と清水の略年表 

歴史事項 渋沢 栄一 清水 卯三郎 

1829文政12  羽生に生まれる 

39天保10 蛮社の獄   

40天保11 深谷に生まれる  

53嘉永6年 ペリー浦賀に来航   

56安政3年 ハリス下田に着任   

63文久3年 薩英戦争  通訳として参加 

67慶応3年 パリ万博 参加（28歳） 参加（39歳） 

68明治元年 帰国、静岡へ 帰国、瑞穂屋経営 

69   2年 大蔵省へ出仕  

72   5年  万国博覧会開催建白 

73   6年 第一国立銀行へ  

74   7年  明六雑誌に「平仮名 
の説」発表 

75   8年  歯科器材輸入販売 

76   9年 東京商業会議所会頭  

91  24年  「歯科雑誌」発行 

1910  43年  永眠（82歳） 

1915大正4年 頭取を辞め実業界から引

退、奉仕活動。 
 

1931昭和6年 永眠（92歳）  

 
渋沢が関係した会社や団体－日本煉瓦、王子製糸、東京海上保険、東京株式取引所、 
東京養育院、埼玉誘掖会。 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

幹事 棚澤 正行 

1. 地区より 
＊RI2570地区大会記念ゴルフコンペの案内 
＊第2回クラブ奉仕部門セミナー 
＊会員増強のお願い 
＊第2回クラブ米山委員長会議の案内 

2. 日本伝統芸能振興会より 
＊歌舞伎フォーラム公演について 

3. 彩の国まごころ国体熊谷市実行委員会より 
＊第5回総会の開催について 

4. R財団より 
＊学友会ニュース1月号 

 
 
 
 
社会奉仕委員会   委員長 下田 眞弘 

 
10月8日佐谷田小学校にて行なわれました。 
調査結果ですが、個体数 277匹（昨年 254匹）、
内訳２～３cm９４で最も多く、１～２cm、４～５
cmとなっています。 
又、他で行なわれた調査では、熊谷東中学で 157
匹、久下小学校で42匹でした。 
 第 343回移動例会として 11月 21日（日）第 7
回荒川の恵みと熊谷を考える集いとして、ごみ拾い

が行なわれました。たくさんの会員の皆様の参加で、

事故もなく無事に終了いたしました。 
 下期、3月 16日、恒例の桜の植樹を行ないます。
移動例会となります。又、当クラブ発足以来の行事

ですので、是非、御参加下さい。 
 
 
 出 席 報 告 
例会日  １月 ２６日 
 
会員数 出席 欠席 MU 出席率 
３９ １７ ２２ ０ ４４％ 
お客様：下山二郎（二男）様（卓話者） 
 
 ニ コ ニ コ BOX 

 

李一孝会長 
下山先生、本日は卓話宜しくお願い申し上げます。

今日で、一年の十四分の一が過ぎました。毎日毎

日を大切に生きて行きたいと思います。 
棚澤正行幹事 
本日は下山先生卓話よろしくお願いします。勉強

させて頂きます。 

遠藤信行会員 
本日仕事で東京出張の為、欠席します。すいませ

ん。 
澤田將信会員 
お願いします、加藤さん？ 
横堀弘会員 
先週の例会お休みして申し訳ございませんでした。

あたたかい所でゴルフをしてきました。 
今日東京からの帰り、新幹線の中で小島代議士に

お会いしました。皆様によろしくとのことでした。 
大野英夫会員 
下山先生本日はようこそ南クラブへ。本日の卓話

楽しみにしております。よろしくお願いします。 
馬場孝会員 
下山二郎先生ようこそ熊谷南RCへ。本日の卓話
を楽しみにしております。 
【会員誕生】 
間宮真路会員 
誕生日を祝っていただき有り難うございます。 
【奥様誕生】 
下田眞弘会員 
妻に美しい花を有り難うございます。 
間宮真路会員 
妻に美しい花を有り難うございます。 
 
 
 

 

 

 

幹 事 報 告 

委 員 会 報 告 

熊谷南ロータリークラブ 

クラブ会報委員会 大野英夫・馬場孝・ 
猪俣信雄・埼玉勝・佐川順一・加藤博・ 
下田眞弘・丑久保紀美 
TEL  048-522-6143 
FAX  048-522-6153 
E-mail: ksr@ps.ksky.ne.jp 

http://www.ksky.ne.jp/~ksr/ 


